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業　　　務　　　胡 普

1.沿　　　　　革

昭和21年4月既設の機械工養成所の建物を引継ぎ､機械及び政経の2部門

をもった工業試験場として復活した｡(戦時中は一時虎止されていたものが) 22

年7月機械工場の増設､27年7月木工部門をも増設をはかb業界の技術指導に

努力しつつあったが､昭和27年4月機構改革によb舷錐部門と分離して機械

と木工とをもって独立したものとな9､名称を滋賀県立機械金属工業指導所と

改め新発足することとなった｡以来9年余を長浜市八幡中山町にかいて公設試

験指導機関として業務に専念しつつあったが､業界からの強い要請によって庁

舎を彦根市岡町に新築移転する(昭和55年10月)と共に設備の拡充強化をは

かり今日に及んJIAEo

2.位　　　　　置

彦根市岡町52　　　TEL彦板2525

東海道線彦板駅よb南方　2Kru

近江鉄道(私鉄)彦根口駅よi)南方　D.15払

3.-規　　　　模

5.1　土　地　　　　　1,601.oDnJ

5.2　建　物　　　　　　　　545.!IJ9が

事務所:　　88.0　-･J

試験室:　292.6L'卿

その他:　184.49が

様　式:鉄筋コンク1)-トブロック平屋

4.職　　　　　員

そ　　　の　　　他

所　長書係　長!技
手i小　便

計

1萱　2　し　5 , 1葺1 1 1  1を12
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5.業　務　内　容

県下機械金属工業の技術の向上と業界振興のため次の業務を行なう｡

(1)中小機械金属工場に対する技術の実地指導に関することo

(2)機械金属の加工技術の試験研究に関することo

(3)製品ならびにその原料および資材の試験分析および鑑定に関することo

(4)機械書き具の試作､改良および修理に関することo
～

(5)備付け機械器具の匪用に関することo

6.主要設備機械器具

6.1　工作横根

4.5沢旋盤(直結型)

研　磨　盤

6.2　材料試験機

50屯アムスラー万能材料抗敵機

電子管式万鰭材料試験機

アイゾット式衝撃粥絶域

シャルビ一式衝撃試験墳

ゲイッカース範度計

6.5　鋳造試験

商周改溶解炉

電気マッフル炉

万能砂強弱夢罷免損

ロータップ試験用定時締結

溶着純嫉き

6.4　分析機器

万能放免定量分析装置

自記ポーラログラフ装置

電解分析装置

高周茨喜藤蒼然願置

ガス分析琵置

鉄及び銅､申訳薫､疏責定畳装置

1台　　ポール盤(長上､電気ポールを含む) 1台

1台　　ガス熔接也

1台　　TZックウニル硬度計

1台　　プリネル硬度計

1台　　ショアー碗変計

1台　　万能金属FTt微税

1台　　工業用Ⅹ㈱

1基　　通気性釈放静

1基　　溶着鋤き

1台　　試験重用砂日

1台　　土壌水分荻は≡辞

1台　　砂　洗　辞

1台　　断熱熱塵計

1台　　電気定温辞

1台　　電気低温恒温詰

1台　　恒　温　槽

1台　　電気マップル炉

1台　　送風乾燥窟
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1台

台　台　台　台　台1　　1　　2　　2　　1

台　台　台　台　台1　　　1　　　1　　　1　　　1
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鉱石右i砕鳥

イオン交換純水製造蓑監

占.5　計測罪具

回転速度計

熱電対高温度計

光高温度計

用射測故計

工具舶軸

ネジ切J;イト検査許

ブロックFLジ

6.6　そ　の　他

スライド･プp-ビクター-

7.決　　　　　算

歳　　　　　入

1名　　改定天秤､広元天秤､化学天秤

1台　　分光分析装置

2個　　限界ゲージ

2個　　待人ゲージ

1個　　光線定盤

1個　　精密メジャリソグテーブル

1個　　-イトゲージ

1個　　ギヤーツース/I-ニヤ

5組　　　マイクロメ-クー

組　組　僧　侶　個　僧　侶1　2　2　1　1　1　nU

2

科目 劔予算額 �+).厭��

* 俘��日 ����

使用料及び ･手数料 �� ��620.ODD ���#津S#��

ー任用.■料 兔u��{��鎖械金成工業指 抑備使用料 ��ll,410 

手数料 偃��I{��欝認諾 坪.�#�ﾃ����占18.110 

推収入 �� ��I ��Cづ�澱�

物品売払代金 儻9w�V僣IZY�8ｾ�� 鉄�������158.,870 

碓入 儖��ﾂ�過年度収入 ��9,526 

計 白�ﾂ�ﾂ� ��1,120,000 都srﾃs�b�

- 14　-I

轟V

噂

歳

科目 劔冰ﾈ蟀�����支出済額 

釈 俘��白 ����附き己i 

産業経済賛 俯(��eｹl�� �� �#rﾃ)�ヲﾃ����27,211.404 

耽鼻糞 �� 迭ﾃS�Rﾃ����5,291,995 

吏員給 ��1,857.000 ��ﾃゴbﾃSS��

給料 ��551.000 鉄S�ﾃS���

職長手当 ��927,000 涛�B纉Sr�

扶餐手当 ����づ����105,788 

期末手当 鼎CRﾈ8ﾖ��442.185 

勤勉手当 亦紊津����148,44る 

確過勤壱射当 宝唐ﾃ����97,995 

宿日直手当 田"ﾃ����48.500 

通勤手当 鼎Rﾃ����56.825 

寒冷地手当 �#bﾃ����25.500 

I 傀｢� ��565,000 鉄ィﾃs���

I ��凍費 ��52,000 鉄�ﾃ鉄R�

消耗品費 ��57,000 鉄bﾃャ��

報併餐 ��15,000 ��B纉���

貸金 ��5,000 迭�����

燃料費 ��59,000 鉄津����

食糧費 ��65.COO ���"ﾃ塔��

印刷輿表餐 ��50,DOG �#津塔��

光熱水菜 ��12,000 ��"ﾃ����

通信運搬費 ��70.000 田偵涛r�

借料及扱料 ��2.000 �"ﾃ����

修繕料 ��51,000 鉄ゅ鼎��

備品費 ��229,ロoo �##ゅ塔��

試験指導費 ��I ���#�Bﾃ����-1,215,875 

l旅費 ��151000 ��Srﾃ����
J i ,I 剳�ｹ費 白�6,0do 迭ﾃ涛��

l i 冤 】 】 傲�mYV儂��I i �#CRﾃ����l2-42,985 



科目 劔剋x出済鰯 

款 俯��目 ����附託 壷uﾈ蟀^2�

燃料費 ��47,000 鼎b繝���

食潰費 ��2,000 �"ﾃ��ｳｳ��

印刷製本費 ��54,000 鉄Rﾃ涛��

光熱水菜 ��245,000 �#CRﾃ����

通信峯撒費 ��16,000 ��b�����

静秤及択料 ��2,000 �"ﾃ����

修繕料 ��14,000 ��Rﾃ����

備品女 ��f450,000 鼎S�ﾄD�6ﾂ�

施設亜備費 �� ��bﾃS�Rﾃ����16.269,05占 

旅費 ��l叫000 田�ﾄ���

食糧貸 ��10,000 ���ﾃ����

印刷戯本梁 ��15,ロoo 湯經Y���

通信淫投費 ��40,00〔) 湯ﾃs���

工事請負安 ��4,180,000 釘ﾃ���ﾃ����

備品費 ��12,000,000 ��"ﾃ���ﾄ���

建設費 ��Ⅰ5β72.000 �5,871,970 

旅費 白�50,080 店8ﾒﾃ����

消耗品賓l 俣$��B���偵涛��

I ��印刷製本費i ��40,00O 鉄�塔��

I ��通信激賛E. �45,OOOt45,000 
!一 I 僮 I 白�ﾔ磯i��儂��弓5,719,0叫 �5,719,00O I 

8.業務の概要

昭和54年度4月に本据導所の整備計画ならびに彦根市への移転､庁舎新築

の決定を見､ 6月に新庁舎建設工事費が予算化されて12月に着工､昭和55年

10月に完成し､設備試扱分析機若芽は県費と国庫補助即ち昭和55年度中小企

業技術指導費補助金の交付を受け新鋭機署是の購入設置を建築工事の進捗と並行

に行ない10月29日第一期工事の竣工式を挙行､同日付をもって新庁舎におV,

て業務を開始した｡

用月16日の移転までは､前位置にかいて試験分析を布をって来たが､移転

一一　6　--A

後は新鋭機器を使って材料試験は2日､分析は1週間以内で完了することをモ

ットーとして依頼試験分析に応じて来たo

をか業界境界のため1ケ月に1回講習会､展示実浪合等を開催し､また先進

の工場見学会を行なった結果､多数の参加を得､多大の成果を収めた｡

職員の技術研修のため全国中小企業団体中央会主催Z)技術揖番長研修生とし
●■

て工業技術院東京工業就扱所- 1名沢遺す｡

9.業　務　実　績

9.1　試験検査

a材料或度網漁

ネズミ鋳鉄鋳物

青　銅　鋳　物

鍛造用黄銅棒

較械構造用炭素鋼

ケイ素銅板

ステソレス飼

燐青銅鋳物

合　　　計

b材料分析

5　　nU　5　　7　27　.10

ri

件　　　　　　　　　　　件7　ZJ　5　.0　4　5　2　8

鮫澄用黄銅棒　　　18件( 80)

機械構造用尿素鋼

鉄ダラ　イ粉

ステソレス銅

耐熱鋼鋳物

ア　ル　ミ　合金

済腎銅鋳物

合　　計

1 (　6)

16 (　77)

1 (　5)

2　( 10)

2 ( 1.0)

4 ( 12)

270件(1,018)

成分

C　その他の稚

新枠銃蛸披銃写英独野　　　　2件

ネズミ鈴鉄鋳物　　　　92件( 452)　　碇定訳験その他　　　　　1,655

青　銅　鋳　物　　　141 ( 475)　　　合　　計　　　　　　1,る57件

9.2　設備利用

フ　ラ　イ　ス盤

6　択　旋　盤

島　　削　　盤

?.5　指導事項

a実地指導

機械抵付配置等について

新設工場設計について

材料紬片の規榔こついて

横根加工法について

55　　　　平　削　盤　　　　　r'　47

2

8　　　　　　合　　　計

-　7　--

110エ

工作ゲージの寸法分鯨について

加工工程について

合　　　計　　　　　　　　　57件

その他水分管乳熔解および鋳込温度等

について巡回指導を行なうo



b妓術指導

銑鉄につ(tて

熔鹿野の構造について

測定辞具の検定について

分析成分について

其魚の化学研磨について

軸受けについて

材料武鹸片について

ドロップ-ソガーの設計について

鉄筋の材料範度について

鉱石の鑑別について

武柵f麿について

材料試扱片の大きさについて

ステンレス銅の洗鈍について

10.講　　習　　会

重油炉設計について

ケイ素鋼板の材料執変について

熔解炉の型式について

鋳鉄とステンレスの電蝕について

酎巽基己掛こついて

高温度計及び鋳物砂水分測定辞について

乾炉の熱田について

鋳造工場の機械化にっいて

ギヤーポンプの歯型について

高級鋳鉄の鋳造法について

鍵鉄鋳物の配合畳について

その他

合　　　計 171件

月､､白邑一分

55. ll.  1

55. ll.　2

55. 12,
-　12.

題　　　　　　　目

ネジ切りノミイ1.について

電気熔投作法　外6眉目

58･ 1･ 19仁ノピンク駄よぴ
ラッ1t='ングマシン

--~-~qT-~--I ~-~~--~~~--ー~~

I

5占. 2.　占　-.ステンレス鋳物について
l

58.　2.　7
既達の銃鉄鋳物について

--.--+Ml--一一一-- -.--
外2題目

5占. ･2. 17 ;中小企業と世界執こつ‥L
t

講　　師　　　名

鞍上商事株式会社
工　作　諌　長

大阪府立工業奨励飴
小寺正暁氏外占氏

EYl八福製作所

技　術　課　長

日立金属工業株式会社
鋳　鋼　誕　長

≠票差諸君警氏

東洋精暑封米式会社
社長,j壌彦三馬

ll.見　　学　　会

12.職　員　研　修

(1)技術括導見酢鯵

研修項目:発光分光分析による青銅鋳物の分析

研修者:指導係長　坊凍佐太郎

研修期間: 8. 16　- 1t 15

研修場所:工業技術院　東京工業試執所

(2)技術研修会

研修項目:熱処理技術

研修者:技師　塊江　　勲

研修期間: 5占.2.21 -　2.25

研修場所:大阪府商工会館

13.そ　　の　　他

兼 者所

答　路用　他応　連判

の

疑務備賀菜設そ

計

兵　長　長　長　姉

係係務等

所庶拒技

職

〃　　〃　　〃

禰禰手位

か　事師

主技　工小

守中坊布森藤頻永千福樋塚

540名

721名

52名

878名

1,771名

太

太純　　防　　敏　　義持四英

佐

田川　　施　　井江田　田本　口

典

田　　修
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太

郎蔑郎輔弟弘勲断裁郎司郎


